
Ⅲ．食品健康影響評価  

参照に挙げた資料を用いて農薬「ボスカリド」の食品健康影響評価を実施し   

た。  

ラットに投与されたボスカリドの血猥中放射能は投与8時間後にCmaxに達し   

た後、緩やかに消失した。Tl／2はα相で7．2～9．1時間、β相で20．2～41．7時間であ   

った。いずれの投与群においても糞中排泄率が高かった。胆汁中排泄試験の結   

果、投与後48時間までに低用量群で約40％mR、高用量群で約10％mRが排泄   

され、主たる排泄経路の一つであることが示唆された。臓器及び組織中残留放   

射能濃度は、甲状腺、肝臓、骨髄等で比較的高い残留放射能が認められた。主   

要代謝経路は、ビフェニル基の水酸化またはグルタチオン抱合、あるいはビリ   

ジン環クロール基とグルタチオンのチオール基との置換であると推察された。  

レタス、ぶどう及びいんげんまめを用いた植物体内運命試験において、レタ   

ス及びぶどう体内において、試験期間中ではボスカリドはほとんど代謝されな   

いことが推察された。いんげんまめでも同様な傾向が認められたが、わずかに   

代謝物が認められた。主要代謝経路は、アミド結合の開裂であると考えられた。   

また、ビフェニル基が水酸化した想定代謝物が推察され、さらには想定代謝物   

の抱合化が推察された。  

各種毒性試験結果から、ボスカリド投与による影響は主に甲状腺及び肝臓に   

認められた。  

ラットを用いた2年間発がん性試験において、甲状腺ろ胞細胞腺腫の増加傾   

向が認められたが、本所見には有意差が認められず、また、遺伝毒性試験がす   

べて陰性であったことから、腫瘍の発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難   

く、本剤の評価にあたり閥値を設定することは可能であると考えられた。神経   

毒性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。   

各種試験結果から＼農産物中の暴露評価対象物質をボスカリド（親化合物の   

み）と設定した。  

各試験における無毒性量及び最′」、毒性量は表36に示されている。  
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表36 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

無毒性量  最小毒性量  
動物種   試験  備考1）   

（mg／kg体重／日・）   （mg／kg体重／日）  

ラット  90日間  雄：！34   雄：137   雄：甲状腺ろ胞細胞肥大等  

亜急性毒  雌：395   雌：小葉中心性肝細胞肥大等  

性試験   

90日間  雄：1，050   雄：－   雌雄：毒性所見なし  

亜急性  雌：一  

神経毒性  （神経毒性は認められない）  

試験   

2年間   雄：4．4   雄：21．9   雄：GGT増加  

慢性毒性  雌：3b．0   雌：T．Chol増加等  

試験■   

2年間   雄：4．6   雄：23．0   雄：－好酸性肝細胞′J、増殖巣等  

発がん性  雌：156   雌：小葉中心性肝細胞肥大等  

試験   

2世代   親動物   親動物   親動物  

繁殖試験  P雄：10．1   P雄：101   雌雄：小葉中心性肝細胞肥大  

P雌：10．7   P雌：107   児動物  

Fl雄：12．3   Fl雄：124   雄：低体重  

Fl雌：12．5  Fl雌：125  雌：生存率低下等  

児動物  児動物  

Fl雄：12．3  Fl雄：124  （繁殖能に対する影響は認めら  

Fl雌：125   Fl雌：1，300   れない）  

発生毒性  母動物：1，000   母動物：－   母動物及び胎児：毒性所見なし  

試験   胎 児：1，000   胎 児：－   

（催奇形性は認められない）  

マウス  90日間  雄：29   雄：197   雌雄：肝絶対及び比重量増加等  

亜急性  雌：1；180  

毒性試験   

18カ月  雄：13   雄：65   雄：体重増加抑制  

間発がん  雌：443   1唯：肝絶対及び比重量増加等  

性試験   

（発がん性は認められない）   

ウサギ  発生毒性  母動物：100   母動物：1，000   母動物：流産  

試験   胎 児：1，000   胎児：－   胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認められない）   

イヌ  90日間  雄：7．6   雄：78．1   雌雄：淡褐色便、軟便等  

亜急性  雌：81．7   

毒性試験   
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1）：備考には最小毒性量で認められた所見の概要を示した。  

－：最小毒性量は設定できなかった。   

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値がラットを用いた2  

年間慢性毒性試験の4．4m女／kg体重／日であったことから、これを枝拠として、  

安全係数100で除した0．044mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．044mg／kg体重／日  

慢性毒性試験  

ラット  

2年間  

混餌  

4．4mg／kg体重／日  

100   

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

記号   略称   化学名   

B   FOl   
2－クロロー〃（4’－クロロー5一ヒドロキシービフェニルー2イル）ニコ  

チンアミド   

C   FO2   
4’一クロロー6－（【（2－クロロ廿ビリジニ／｝）カルポニル】アミノ）ビ  
フェニルづ一イル グリコピラノシドゥロン酸   

D   FO3   
4，一クロロー6－（［（2－クロロー3－ビリジニル）カルポニル】アミノ〉ビ  
フェニルー3イル硫酸水素   

E   FO4   
」Ⅴアセチル（3－（［（4，－クロロビフェニルー2イル）アミノ】カルポ  
ニル）－2－ビリジニル）システイン   

F   FO5   
（3－〈［（4，－クロロビフェニルー2－イル）アミノ］カルポニルト2－ピリ  

ジニル）システイン   

G   
」V（4，一クロロビフェニルー2－イル）－2－スルファニルニコチンア  

FO6  
ミド   

H   FO8  」V（4，－クロ白ビフェニルー2イル）ニコチンアミド   

Fll   
」V（4，－クロロサヒドロキシビフェニルー2イル）－2－スルファニ  

ルニコチンアミド   

J   F12   
Ⅳ（4，－クロロー？ヒドロキシビフェニルー2－イル）－2－スルファニ  

ルニコチンアミド   

K   F20   
2－クロローⅣ（4，－クロロ十ヒドロキシー？－メチルスノレフアニル  
ビフェニルー2－イル）ニコチンアミド   

L   F22   
（3－（［（4’・クロロー？－ヒドロキシビフェニルー2イル）アミノ］カル  

ボニル）－2－ビリジニル）システイン   

M   
（3－〈［（4，－クロロビフェニルー2イル）－アミノ］カルポキル〉て－ヒ  

F23  
ドロキシー2「ビリヂニル）システイン   

2，一〈［（2－クロロー3ゼリジニル）－カ 

N   F42   

ロン酸   

0   F43   
∧声（4，－クロロビフェニルー2一イル）－2・グルタチオニルニコチン  

アミド   

P   F45   
2－クロロー〃（4，－クロロー？－グルタチオニルビフェニルー2イル）－  

ニコチンアミド   

入払（2－［（カルボキシメチル）アミノ1十【【（5－（4－クロロフ羊ニ  

Q   F46  
ル）－4－［［（2－クロロー3一ビリジニル）カルポニル］アミノ】－6－ヒドロ  

キシー2，4－シクロヘキサジェンー1－イル）スルファニル】メチ  

ル】－2－オキソエチル）グルタミン   

R   F47  2－クロロニコチン酸   
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3一【［（4，－クロロ丁ビフェニルー・2イル）一アミノ】カルポニルト2－ピ  
S   F48  

リジニルー1－チオヘキソピラノシドゥロン酸   

〃（4，－クロワビフェニ／レー2イル）－2－ヒドロキシニコチンアミ  
T   F49  

ド   

2－クロロー〟（4，－クロロビフェニルー2イル）十ヒドロキシニコ  
U   F50  

チンアミド   

（5イ4一クロロフェニル）－4一（【（2－クロロ．廿．ビリジニル）カルポニ  

Ⅴ   F57      ル】アミノ）－6－ヒドロキシー2，4－シクロヘキサジェン1－イル）シ  
ステイン   

（4・クロロー2，－（［（2－クロロ廿ビリジ土ル）カルポニル］アミノ）ヰ  
W   F58  

ヒドロキシビフェニルー？一イル）システイン   

Ⅹ   F62  4，－クロロフェニルー2一アミノベンゼン   

Y   
メチル3－（【（4，－クロロー【1，1，－ビフェニルト2イル）アミノ】カル  

F63  
ボニル）一2－ビリジンスルホン酸   

Z   F64  4’－クロロ安息香酸   

注）結合「基」の部位が特定できなかった代謝物については、その部位を化学  

名の中に「サ」で示した。  
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ai   有効成分   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリホスファターゼ   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
ALT  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

APTT   活性化部分トロンポプラスチン時間   

BROD   ベンジルオキシレゾルフィンαデベンジラーゼ   

Cmax   最高濃度   

EROD   エトキシレゾルフィン αデェチラーゼ   

†－グルタミルトランスフエラーゼ  
GGT  

（＝γ－グルタミルトランスペプチダーゼ（†－GTP））   

Glob   グロブリン   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

HOBI－GT  4－ヒドロキシビフェニルーグルクロン酸転移酵素   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数敦死量   

MCH   平均赤血球血色素量   

MCV   平均赤血球容積   

MUF－GT  4－メチルウンベリフェロンーグルクロン酸転移酵素   

P450   チトクロームP450   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PLT   血小板数   

pNP－GT   クーニトロフェノールーグルクロン酸転移酵素   

PROI）   ペントキシレゾルフィン αデペンチラーゼ   

PT   プロトロンビン時間   

RBC   赤血球数   

Tl／2   消失半減期   

T3   トリヨードサイロニン   

T4   サイロキシン   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．Chol   総コレステロ十ル   

TG   トリグリセリド   

Tmax   最高濃度到達時間   

40   



TP 総蛋白質   

TRR   総残留放射能   

TSH   甲状腺刺激ホルモン   
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＜別紙3：作物残留試験成績（国内）＞  

作物名  
使用量  回数  

残留値（mg／kg）  

（分析部位）  試験 圃場数  剤型  
実施年  

（gai／ba）  （回）   平均値   

／」、豆   7   0．138   0．123   

（乾燥小実）  2   DF   750   3  14   0．078   0．072   

2000年  20 0．064   0．056  

21  0．446  0．36  

28  0．455  0．36  

いんげん   
2  

35  0．288  0．23   

（乾燥小実）  2   DF   750  45   0．138   0．10  

2000－2002年  7  0．402  0．19  

3 14  0．551  0．32  

21  0－685  0．41   

キャベツ  
1  2．16  1．24  

2003年   
2   DF   666   2  7  0．95  0．64  

14  0．85  0．29   

14  0．91  0．76  
レタス  

2   DF   1，000   21  2．35  0．91貴  
2003年  

28  0．20  0．12士   

1  0．070  0．02  
たまねぎ  

Df’   750   3  7  0．036  0．01  
2000年   

14  0．007  0．01   

1  1．09  0．84  
トマト  

2   DF   1，000   3  3  0．561  0．50  
2000年  

7  0．656  0．52   

1  2．94  2．15  
ミニトマト  

2   Df、   750～1，500   3   3  2．27  1．72  
2004年  

7  1．47  1．02   

1  3．61  2．54  
ピーマン  

2   DF   1，000   3  3  2．53  1．88  
2000年  

7  2．19  1．16   

1  0．940  0．69  
なす  

2   DF   915～1，000   3  3  0．647  0．46  
2000年  

7  0．363  0．22   

1  2．13  1．25  
きゆうり  

2   DF   1，000～1，250  3  3  1．06  0．73  
2000年  

7  0．53  0．35   

1  0．039  0．02  
すいか  

2   DF  1，000～1，500  3  3  0．043  0．02  
2003年  

7  0．038  0．02   

0．034  0．01☆  
メロン  

2   DF  1，250～3，000  3   3－4  0．022  0．03☆  
2003年  

7  0．024  0．01☆   

温州みかん   14   0．39   0．14   

（果実）  3   Df、  1，330－3，330   3  21   0．37   0．15   

2003年  28   0．25   0．11   
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作物名  
使用量  回数  

残留値（mg／kg）  

（分析部位）  試験 圃場数  剤型  
実施年  

（gai／ha）  （回）   平均値   

温州みかん   14   29．5   14．5   

（果皮）  3   DF  1，330－3，330   3  21   22．6   13．5   

2003年  28   18．4   10．7   

夏みかん   14   3．59   2．81   

（果実）  

2   
DF  1，330…1，600  3  28   3．42   2．72   

2000－2002年  42   2．56   2．26   

14  2．80  2．52  
小粒かんきつ  

2   
2000年  

DF   1，330   3  28  1．95  1．29  

42  1．52  0．99   

1  0．579  0．40  
りんご  

2000年   
2   SE   437～455   3  7  0．530  0．41  

14  0．409  0．30   

なし  
1  0．569  0．45  

2   SE   218～291   3   7  0．403  0．32  
2000年  

14  0．459  0，34   

もも  
1  0．033  0．02  

（果肉）  2   SE   273   
7 0．038  0．02☆  

2002年  

2  
14  0．34  0．02央  

21  0．028  0．02☆   

もも  
1  7．45  4．24  

（果皮）  2   SE   273   
7  9．48  4．81  

2002年  
14  2．87  1．50  

21  2．79  1．40   

1  0．85  0．58  
ネクタリン  

2004年   
2   WDG   272－340   2  7  0．83  0．53  

14  0．51  0．44   

1  1．32  0．84  
おうとう  

2000年   
2   SE   364   3  3  1．31  0．80  

7  0．83  0．61   

1  7．39  4．22  
いちご  

2   DF   783～1，250   3  3  7．00  3．76  
2000年 

7  4．46  2．21   

ぶどう   7   5．20   3．83   

（大粒種）  2   DF  1，500～2，000   3  14   4．19   3．31   

2000年  21   3．85   2．96   

かき   7   0．25   0．18   

（果実）  2   WDG   204   2  14   P．33   0．19   

2003年  21   0．25   0．18   

うめ  
7  1．37  1ゝ05  

（果実）  2   WDG   
14  0．79  0．75  

340～476   

2006年  

2  
21  0．54  0．46  

28  0．36  0．27   

かぼちや   1   0．45   0．29   

（果実）  2   WDG   534   3  3   0．36   0．23   

2007年  7   0．17   0．12   

丁
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作物名  
使用量  回数  

残留値（mg／kg）  

（分析部位）  試験 圃場数  剤型  
実施年  

（gai／ha）  （回）   平均値   

非結球  
14  11．7  

レタス  
9．98  

（サラダ菜）  
2   DF  1，000～1，500   21  4．6  2．45  

2005年  
28  0．8  0．58   

非結球  
14  4．0  2．7  

レタス  
2   DF  1，000～1，250   21  0．2  0．15☆  

（リーフレタス）  
28  ＜0．1  0．1★   

2005年  

にんじん   14   0．28   0．13☆   

（根部う  2   DF   600～750   3  21   0．20   0．11☆   

2006年  28   0．18   0．10一た   

ししとう   1   8．0   6．65   

（果実）  2   DF   1，500   2  3   6．2   5．30   

2006年  7   4．6   3．40   

さやえんどう   1   1．9   1．55   

（さや：花梗を除く）  2   DF   1，500   2  3   1．5   1.25 

2007年  7   0．6   0．50   

くきちしや   7   0．96   0．71   

（茎葉）  2   Dy   1，500   2  14   0．94   0．72   

2007年  21   0．16   0．14   

だいず  
7  0．34  0．16  

（乾燥子実）  2   DF   750   
14  0．58  0．27☆  

2007年  

2  

21  0．13  0．07  

28  0．11  0．06   

注）・DF：ドライフロアブル、SE：サスポエマルション剤、WDG：顆粒水和剤   
・一部に定量限界未満（＜0，01、く0．05 または＜0．1）を含むデータの平均値は0．01、0．05  
または0．1として計算し、★を付した。  
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、童 こ    ＞   

作物名（分析部位）    試験   剤型   使用量  回数  残留値（mg／kg）  

圃場数  （gai／ha）  （回）   平均値  

0  18．3  14．93  
セルリー  

2   WP   182  2  7  11．04  7．12  

（米国）  14  3．34  3．05  

0  9．74  8．82  
セルリー  

2   WP   182  2  7  8．30  6．59  

（米国）  14  9．80  6．98  

0  5．60  5．02  
セルリー  

1   WP  182   2  7  3．74  3．51  

（米国）  14   2．36   2．05  

0  臥59  836  
セルリー  

1   WP  182   2  7 3．95   3．89  

（米国）  14   0．78   0．75  

0  2．70  2．23  

セルリー  
2   WP  182   2  6－7  0．88  0．78  

（米国）  13－14  0．47   0．39  

0  6．72  4．31  
セルリー  

2   WP  182   2  7－8  1．90  0．90  

（カナダ）  14－15    0．68  4．30  

0  19．65  15．31  
セルリー  

2   WP  182   2  7  3．45  2．75  

（カナダ）  14   1．54   1．35  

大麦（穀粒）  
1．59  

1   WI）  350   2   35 41  1．60  

大麦（麦わら）  
35  12．53  

1   W■P  350   
（英国）  

2  

41  15．30  

大麦（穀粒）  
35  0．21  

1   WI）  350   2  
42  0．24  

大麦（麦わら）  
8．36  

1   WI）  350   8．37 

大麦（穀粒）  
1．05  

1   WP  350   0．9 

大麦（麦わら）  
15．07  

1   WP  350   10．74  

＜0．01  

大麦（穀粒）  
1   WP  350   ＜0．01  

（ドイツ）  ＜0．01  

5．73  

大麦（麦わら）  
1   WP  350   5．69  

（ドイツ）  7．36  

大麦（穀粒）   
0．36 

1   WP  350   
ーヽ  

0．89  

大麦（麦わら）  
6．68  

1   WP  350   
（フランス）  

6．74  
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作物名（分析部位）  試験  剤型   使用量   回数  PHI   残留値（mg／kg）   

（場所）   由場数  （gai仙a）   （回）  （日）  最高値   平均値   

大麦（穀粒）  
28  1．79  

1   WP   350 2  35  1．62  
（デンマーク）  

42  1．79   

大麦（麦わら）  
28  19．6  

1   WP   350   2  35  11．9  
（デンマーク）  

42  10．6   

大麦（穀粒）  
29  1．15  

1   WP   350   2  35  1．29  
（オランダ）  

42  0．97   

大麦（麦わら）  
28  18．6  

1   WP   350   2  35  21．2  
（オランダ）  

42  22．4   

0．86  
大麦（穀粒）  

1   WP   350   2   0．96  
（ドイツ）  

1．09   

大麦（麦わら）  
6．64  

1   WP   350   2   10．6  
（ドイツ）  

12．0   

大麦（穀粒）  
1   WP   350   

1．25  

（ドイツ）  

2   

35 42  0．98   

大麦（麦わら）  
WP   350   

7．50  

（ドイツ）   
1  2   

35 42  12．0   

1．45  
大家（穀粒）  

1   WP   350   2   1．31  
（フランス）  

1．   

大麦（麦わら）  
19．2  

1   WP   350   2   22．7  
（フランス）  

19．4   

注）・WP：水和剤  
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